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コミュニケーション能力を高める指導の工夫 

～アサーションスキルを取り入れたディベート的学習を通して～ 
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Ⅰ テーマ設定の理由 

知識基盤社会の到来，急速に社会が変化する，

幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判断や，文

化・歴史の異なる人々との共存など，変化に対

応する能力が求められている。こうした社会情

勢の変化は子ども達を取り巻く環境にも影響，

人と人との健全な関わりを難しくしている状況

がある。それは学校生活においても見られ，他

者との関わりを苦手とする子が増えている。 

中央教育審議会の答申（2008・1月）では生活

体験の不足や人間関係の希薄化，集団のために

働く意欲や生活上の諸問題を話し合って解決す

る力の不足，規範意識の低下などに対し，「自己

理解」や「他者理解」をしていく過程のなかで

「深く考える」という側面が弱いのではないか

という問題意識があげられている。それぞれの

活動場面で自己理解をし，自分自身をしっかり

見つめ，深く考える時間や，他者理解を行い，

他者について思いやり，深く考える時間を大切

にしていかなければならないと，述べられてい

る。 

県の学力向上主要施策「夢・にぬふぁ星プラ

ンⅡ」の取組事項(2)に「豊かな心の育成」とあ

る。その具現策である「人間関係づくりの力を

育む取組の充実」では「言葉による伝え合う力

の育成」「人・もの・こととかかわる活動の充実」

をあげている。よりよい生活や人間関係を築く

上で，人と積極的，建設的にかかわり合うため

の対人関係を身につけ，言語活動や体験活動を

重視し，子どもの実態や発達段階の違いを踏ま

えながら，「深く考える」ことを柱とし，きめ細

かな取り組みが求められている。 

本学級の児童においても，これまでの話合い

活動により，親しい友だち同士の間では自己表

現できるようになってきたが，グループや全体

の場になると自分の思ったことを伝えることが

できない子も多い。その裏には自分の存在が学

級で受け入れられているか自信がなく，人間関

係に不安を感じるなど，望ましい人間関係を築

けず，社会性の育成が不十分ではないかと考え

られる。これまでの活動などを振り返ってみて

も，折り合いをつけることができずに，言い合

いになって気まずい雰囲気になることが課題で

あった。 

そこで，集団の場でもある学校・学級で他と

関わり，互いに認め合いながら，コミュニケー

ションを図ることが重要と考えた。それには，

全ての児童が学級の中で自分の気持ちを発表し

たり，自分の存在の意味や価値を見いだしたり

できるよう学級をまとめる手だてを講じる必要

がある。これらは，学校生活の中で自らが体験

を通して育み高めていくものと考えられる。そ

の手だてとして，ディベート的学習を行う場に

おいて，相互尊重の人間関係を促進するアサー

ションスキルを取り入れ，相手を認めた自己主

張をすることによって，互いに認め合い，コミ

ュニケーション能力を高めることができるであ

ろうと考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 目指す児童像 

 他者を理解し，お互いを尊重しながらコミュ

ニケーションを図ることができる児童。 



Ⅲ 研究目標  

 互いに認め合い，コミュニケーション能力を

高めるために，アサーションスキルを取り入れ

たディベート的学習を通して，実践的に検証す

る。 

 

Ⅳ 研究仮説 

ディベート的学習を行う場において，アサー

ションスキルを取り入れ，相手を認めた自己主

張をすることによって，互いに認め合い，コミ

ュニケーション能力を高めることができるで

あろう。 

 

Ⅴ 研究構想図 

 次ページ参照 

 

Ⅵ  研究内容 

１  理論研究 

⑴ アサーションスキルについて 

① アサーション(assertion)とは 

園田雅代氏 他，「子どものためのアサーシ

ョングループワーク」（2010）によると，アサ

ーションとは，辞書で主張・断言などと和訳さ

れるが，ここで取り上げるアサーションは，「自

分の気持ち・考え・意見・希望などを率直に正

直にしかも適切な方法で自己表現すること（さ

わやかな自己表現）」であり，「自分と相手の相

互を尊重しようという精神で行うコミュニケ

ーション」が定義とされている。 

 ② 3つのコミュニケーションタイプ 

アサーションの理論では，コミュニケーショ

ンのタイプを大きく3つに分けて考えられてい

る。その 3つとは，アグレッシブ（攻撃的：い

ばりやさん），ノンアサーティブ（非主張的：

おどおどさん），アサーティブ（さわやかさん）

である。 

 アグレッシブな方法とは，自分のことを中心

に考え，相手のことはまったく考えないやり方

である。例えば，失敗した人に対して，理由や

言い分など聞く余地もなく頭ごなしに叱責を

するような表現をすること。自分の気持ちは抑

えることなく表現しているが，相手の気持ちは

考慮していないので，相手は不快な思いをする。

また，怒鳴ったり威圧的な態度で表現するだけ

でなく，どんなに優しい口調で言ったとしても，

相手に選択の余地のないような状況で頼み事

をするなど，巧妙に自分の欲求を押し付けて，

相手を操作して，自分の思い通りに動かそうと

する態度も，アグレッシブな方法であると示さ

れている。 

 ノンアサーティブな方法とは，自分の感情は

押し殺して，相手に合わせるようなやり方であ

る。例えば，いつも友人に雑用を頼まれて嫌な

のに，はっきりと断れずに引き受けてしまう態

度のこと。このような態度は一見すると，相手

を配慮しているようにも見えるが，自分の気持

ちに率直ではなく，相手に対しても率直ではな

い。自分の気持ちを抑え続けていると，次第に

欲求不満がつのり，相手に対して「譲ってあげ

た」という恩着せがましい気持ちや「人の気も

知らないで」という恨みがましい気持ちになっ

てしまうのであると示されている。 

 アサーティブな方法とは，自分の気持ちや考

えを相手に伝えるが，相手のことも配慮するや

り方，自分も相手も大切にしたやり方である。

アサーティブな自己表現とは，攻撃的な方法で

も，非主張的な方法でもなく自分の気持ち，考

え，信念に対して正直・率直に，また，その場

にふさわしい方法で表現する。しかし，どんな

にアサーティブに表現したとしても，それが相

手に受け入れてもらえるとは限らない。お互い

が率直な意見を出し合えば，相手の意見に賛同

できないことも出てくる。その時に，攻撃的に

相手を打ち負かしたり，非主張的に相手に合わ

せたりするのではなく，お互いが歩み寄って一

番いい妥協点を探ることが，アサーティブなあ

り方であると示されている。 

③ アサーティブになる第一歩 

どんなときにも攻撃的な方法での表現しか

できない人や，非主張的な表現しかできない人



Ⅴ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的背景 
少子化や地域の結びつきの低下などにより，これまで家庭や地域の人間関係で育まれてきた

コミュニケーション能力が身につきにくくなり，社会性の乏しさが懸念される。 
 

研究の結果と考察・研究成果と今後の課題 

児童の実態 
明るく素直であるが，自分の存在が学級で受け入れ

られているか自信がなく，友達の言葉や態度に不安を
感じている子がいる。 
 

研究目標 
互いに認め合い，コミュニケーション能力を高めるために，アサーションスキルを取り入れ

たディベート的学習を通して実践的に検証する。 

研究仮説 

ディベート的学習を行う場において，アサーションスキルを取り入れ，相手を認めた自己主

張をすることによって，互いに認め合い，コミュニケーション能力を高めることができるであ

ろう。 

 

指導の実際 

学校教育目標 
・進んで学習する子 
・心豊かな子 
・たくましい子 
 

研究テーマ 

コミュニケーション能力を高める指導の工夫 
～アサーションスキルを取り入れたディベート的学習を通して～ 

 

教師の実態 
全ての児童が学級の中で自分の気持ちを発表した

り，自分の存在の意味や価値を見いだしたりできる手
立てができていたか課題。 
 

授業実践 
（１）アサーションスキルを取り入れたディベート的学習の授業実践 

（２）ワークシートの作成  （３）学習形態の工夫 

 

指導計画 
（１）児童の実態調査と分析 
（２）指導計画の作成 
 

理論研究 

（１）アサーションスキルについて  （２）ディベート的学習について 

（３）メンタル・タフネスについて 

 研 

究 

内 

容 

県教育施策 
・心の教育の充実 
・個性を大切にする教育の推進 

市教育施策 
・生きる力を培い心の教育の充実 
・自己肯定感を向上させる取り組み 

目指す児童像 
他者を理解し，お互いを尊重しながら，コミ 

ュニケーションを図ることができる児童。 



もいる。また，友人など気心が知れた人に対し

てはアサーティブでいられるのに，親や教師な

ど立場が上の人に対しては，いつも非主張的に

なり，年下や立場が下の人に対しては攻撃的に

なってしまうなど，状況によってアサーティブ

な表現ができない人もいると示されている。              

常に攻撃的・非主張的な人も，状況によって

そうなってしまう人も，まずは自分がどのよう

なときにアサーティブでない態度を取ってしま

うのかを振り返り，自分の本当の気持ちなどを

理解し，気持ちをコントロールすることで，ア

サーティブになる第一歩だと考える。 

また，園田氏によると，「コミュニケーション

は毎日のこと。子どもが自分の気持ちや言い分

に耳を傾けてもらえた喜びを実感できれば，次

にその子は相手の話をよく聞こうと思えるでし

ょう。自分を大切にする自己表現を実行し，そ

の気持ちよさを体感できれば，相手の自己表現

を大切にすることもしやすくなるでしょう。」と

述べている。 

アサーション的な傾聴の力を身に付けること

で，人間関係はより密に風通しの良いものにな

り，同時に子どもの自信もさらに育ちゆくと考

える。 

⑵ ディベート的学習について 

① ディベートとは 

池内 清氏「小学校はじめてのディベート授

業」（1996)によると，ディベートとは，ある一

つの論題について，肯定側と否定側に分かれ，

一定のルールに従って行われ最後に審判によっ

て勝敗が下される。知的格闘技とも言われ，デ

ィベートと話し合いの違う点は，「論題（テーマ）

が決まっている」「肯側・否定側にわかれる（肯

定・否定は機械的に分ける）」「意見を言う時間

が決まっている」「意見に対して質問を行うこと

ができる」「勝ち負けが決まる（判定が下される）」

が定義とされている。 

② 身につくスキル 

ディベートによって主に次のような能力が養

うことができる。「論理的に物事を考える能力が

養われる」「積極的に傾聴する能力が養われる」

「自分の意見を効果的に人に伝える能力が養わ

れる」「対立する側に立って，物事を考える習慣

がつく」があると示されている。 

ディベート的学習によって，身に付けたスキ

ルが，話す・聞く学習の参考になったり，学習

を補強したりするトレーニングになるものだと

考える。 

③ ディベートのスキルを獲得する意義 

 「日本ディベート協会」によると，ディベー

トの技術は，弁や不要な対立をあおるもので，

学ぶべきものではないという批判があると示さ

れている。このような批判に対し，世界で最初

に「弁論術」というジャンルを構築したアリス

トテレスは，次にその「術」を修得する必要性

を述べている。ディベートの技術は，「多面的角

度から検討することにより，事実を見落とした

り，誤解したりしないようにすること，詭弁を

弄する者や，筋の通らない議論に反論し，正し

い結論へ導くことを主眼として用いるのだ」と

説いている。 

決して論争に強くなることが目標ではない。

ディベートを学ぶことにより，正しい判断を行

い，児童の主体性と集団学習を強化できるもの

だと考える。 

④ オープンエンド的な学習形態 

 片上宗二氏「オープンエンド化による道徳授

業の創造」（1995）によると，オープンエンド化

とは，形式的には，授業の終末を開くことを意

味する。授業後も子どもたちが考え続け，問い

続けられるようになることを目的としていると

示されている。 

授業では，教師の思い込みを児童に注入する

側面が残る。しかしディベート的学習では，児

童が肯定と否定に分かれて，児童自身の言葉で

論じ合う。たとえ参考論点を教師が示しても，

それを実際にどう利用できるかは児童の認識に

かかり，児童の論争に教師は介入できない。デ

ィベート的学習は児童が主体的になる学習活動

であり，肯定側，否定側だけでなく審判側の児



石＝原因 
ボール＝人間 

童も，集中して論争に傾聴し，クラス全体が論

題について集団的に考え，深い認識を得られる

と考える。また，学習活動といってもディベー

トには正しい答えが存在しない。ディベート的

学習によって児童がどんな学力を獲得するか，

つまりどんな社会認識が生まれるかは児童の個

性によって多様である。そして，ディベートで

は何らかの反応をせざるをえない。日常生活や

話合い活動などで，仲間と折り合いをつけるこ

とができずに喧嘩になったり，自己主張ができ

なかった児童が，アサーションスキルでつけた

力を，ディベート的学習の場で仲間と作戦を立

てたり，論じ合ったり，自由な結論を出させる

ことは，児童の価値観を育成する上でも重要で

ある。そして，身に付けた力を授業の枠を超え

て現実生活に生かすことができる。よって，デ

ィベート的学習はオープンエンド的な学習形態

でもあり，児童の日常生活と近い世界を作るこ

とができるものと考える。 

 ⑶ メンタル・タフネスについて 

① メンタル・タフネスとは 

ジム・レーヤー氏「ビジネスマンのためのメ

ンタル・タフネス」（1992）によると，「ストレ

スの悪影響は，外的な出来事ではなく，それら

に対する自分の心理的反応によって引き起こさ

れる。心理的反応をコントロールすることで，

ストレスの多い環境でも，ストレスの悪影響を

受けずに行動を続けることができる。難題に正

面から取り組めるような，しかるべき心理状態

に，自分を持っていくことができる精神的強さ

である。」と述べている。すなわち，メンタル・

タフネスとはストレス耐性のことで，ストレス

にどれだけ耐えられるかという強さのことであ

る。また、人とストレスの関係を図で表すと，

ストレスとは，外部から心と体に力が加わって

ゆがんでいる状態を指す。人を軟らかいゴムボ

ールだとすると，人間関係の問題などにおける

ストレスの原因は，飛んできてぶつかった石。

そして，石がぶつかったことによるボールのゆ

がみがストレスであると示されている（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ原因にさらされても，それによる影響の

表れ方は，人によって異なる。身体面に症状が

表れる人もいれば，心理面に症状が表れる人も

いる。また，遅刻の増加や無意識に嫌な相手を

避けるなど，行動面に症状が出る人などそれぞ

れである。 

一方，同じストレスを受けても，それをスト

レスと思わない人もいれば，強いストレスを感

じてしまう人もいる。その違いはどこにあるの

か。その違いは，ストレスに耐え得る心の柔軟

さや強さ，つまり「ストレス耐性」の高低によ

るものだと考えられている。 

② ストレスへの対処法 

 ストレスへの対処法はいくつかあり，飛んで

きた石，つまりストレスの原因から逃げるとい

う方法が 1つ。次に，ストレスと付き合うとい

う方法。これはストレスにうまく対処するとい

うことである。そして，石がぶつかったときの

ショックを和らげるために，スポンジのような

緩衝材をあてがうという方法もある。このスポ

ンジの役割をするのが社会的支援（友達や仲間，

家族といった存在）であると考えられている。 

 また，ストレス耐性が高いという人は，コミ

ュニケーション能力の高い人だと考えられてお

り，そのストレス対策に有効なコミュニケーシ

ョン技術が，本研究と関連している「アサーシ

ョン」であると考える。 

③ 自分の置かれた状況を客観視する 

 ストレスケアで大切なことは，ストレスに気

付くこと。自分のストレスに気付くことができ

ボールのゆがみ＝ストレス 

図１ 人とストレスの関係 

http://bizmakoto.jp/bizid/articles/0706/27/news118.html
http://bizmakoto.jp/bizid/articles/0706/27/news118.html


れば，それ以上ストレスを強めないように，気

を付けることもできると考えられている。 

そこで，自分のストレスを客観視し，合理的

に行えるのがメンタル・タフネス度チェックで

ある。本来，大人向けに使用されるメンタル・

タフネス度チェックを，児童用に工夫し本研究

に取り入れていきたい。児童の置かれた状況を

客観視し，合理的に行うことで，ストレスに耐

え得る心の柔軟な思考や行動を育む，手だての

一つにしていきたいと考える。 

２ 指導計画 

実態調査と分析を行い，指導計画を作成する。 

⑴ 児童の実態調査と分析 

① 調査目的 

学校生活に関する実態調査を行い，本研究 

の資料として役立てる。 

 ② 調査方法 

 ア 質問紙法によるアンケート調査 

 イ 調査日：平成 23年 4月 28日 

 ウ 調査対象：沖縄市立比屋根小学校 

４年３組 男子 19名 女子 19名 計 38名 

エ 回収率：100％ 

 ③ 調査結果及び考察 

問１ 友達に自分の思ったことが言えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１考察】 

ほとんどの児童が，友達に自分の思ったこと

が言えると答えている。しかし，「どちらかとい

えばいいえ」「いいえ」と答えた児童は９人（23%）

おり，特定の友達にも自分の思ったことを言え

ずにいる。その理由として，「相手に嫌われたく

ないから」「バカにされるから」などがあった。

自分に自信がなく，上手にコミュニケーション

をとることができていないことが考えられる。 

問２ グループの中で自分の思ったことが言え 

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 話し合いの時，自分の意見が言えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２～３考察】 

自分の考えを，グループや全体の前で発言や

発表をすることに対して，苦手意識をもってい

る。理由としては，「緊張して忘れる」「間違っ

ていたら恥ずかしい」などがあった。発表が苦

手な児童に，自信をつけさせてあげる声かけや

話型指導，また，ワークシートなどを活用し，

事前に自分の考えを書かせ準備させるなどの，

手立てを行っていきたい。そして，自分の考え

を話す場を意図的に作ることや，お互いを認め

合うクラスの雰囲気作りも大事であると考える。 

 

 

 

図２ 友達に自分の思ったことが言える 
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図３ グループの中で自分の思ったことが言える 
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図４ 話し合いの時，自分の意見が言える 



問４ 仲間や先生の話を最後まで聞くことがで 

きますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４考察】 

多くの児童が，教師や仲間の話を最後まで聞 

いていると答えている 25人（66％）。確かにこ

れまでの授業を振り返ると，全体的に児童の聞

く態度は良い。しかし，「どちらかといえばいい

え」「いいえ」と答えた児童 13人（34％）おり，

その理由として「つまらない」「他の事を考えて

いる」などがあった。聞く態度の指導や相手を

大切にする心情を育てて行きたいと考える。 

問５ 考えたことをノートに書くことができま

すか。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【問５考察】 

 27人（71％）の児童が自分の考えをノートに

書くことができると答えている。しかし，11人

(29%)の児童が書くことができないと答えてお

り，理由として「どう書いていいかわからない」

「書くのが難しい」などがあった。日記などを

通して，日頃から自分の考えを，書く習慣を身

につけさせたいと考える。 

 

問６ 相手の気持ちを考えて言葉を使えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 仲間の言葉で傷ついたことがありますか 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６～７考察】 

「相手の気持ちを考えて言葉を使える」児童

が 30人(78%)いるが，「仲間の言葉で傷ついたこ

とがある」児童 20人(53%)もいる。児童本人と

しては，「傷つけるつもりではなかった」「喧嘩

になって」など，無意識的・感情的になった言

動が理由としてあった。他者を理解することや，

感情を上手にコントロールするようにさせたい

と考える。 

問８ 学級のみんなは私のことを分かってくれ

ますか。 
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図５ 仲間や先生の話を最後まで聞くことができる 
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図６ 考えたことをノートに書くことができる 
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図８ 仲間の言葉で傷ついたことがある 
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図９ 学級のみんなは私のことを分かってくれる 

図７ 相手の気持ちを考えて言葉を使える 
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【問８考察】 

 「学級のみんなは私のことを分かってくれる」

児童 27人（71%）おり，自己存在感が高い。し

かし，11名(29%)の児童については自己存在感が

低く，望ましい人間関係を築くことができてい

ないと考える。お互いを理解し合えるように，

自分の思いを堂々と周囲に表現する機会を多く

設定していきたいと考える。 

問９ 児童のメンタル・タフネス度についての

アンケートを実施した（表１）。 

 

【問９考察】 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果から，柔軟な考え方や行動が

でき，大きなストレスがやってきても影響を受

けにくい状態である児童 11人（Ａランク）, 不

必要なこだわりや，偏った考えを持っておらず，

多少のストレスであれば影響を受けない状態で

ある児童 10人（Ｂランク），不必要に頑固にな

らず考えたり行動したりでき，小さなストレス

であれば受け流すことができる状態である児童

14人（Ｃランク），考えや振る舞いに多少の頑固

さがあり，日々の生活でイライラすることが多

くあり，ストレスの影響を受けやすくなってい

る状態である児童２人（Ｄランク）がいる。 

項目別では，「1.いろんなことをいつもむずか

しく，考えてしまう（24人）」「7.いつも自分の

気持ちをおさえてしまう(20人)」「11.やられた

らやり返すほうだ(20人)」「12.すべてにおいて，

心配性である（28 人）」「16.人に気をつかって，

つかれることが多い（13人）」「17.仲間にいつも

ふり回されて大変だ（８人）」「19.言いたいこと

をがまんしてしまう（18人）」「22.人とよく口げ

んかになる（25人）」が特にストレスを多く感じ

ている項目である。 

【全体の考察】 

アンケートを通して，児童の人間関係づくり

に関する実態が分かり，伝え合う場の設定，他

者理解と自己理解，発言・発表ができる雰囲気

づくり，苦手意識を克服させる工夫，コミュニ

ケーション能力の育成，柔軟な思考や行動など

が必要だと感じ，本研究の基盤になった。これ

らをふまえて，検証授業の指導計画に役立てて

いきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１いろいろなことをいつもむずかしく考えてしまう。 

２将来の不安なことについて考えることがよくある。 

３仕事（当番や係り）のおそい人を見るとイライラする。 

４目標を達成できない人はゆるせない。 

５短気でおこりっぽい性格だ。 

６自分のことについて考え始めるとずっと考えこんでしまう。 

７いつも自分の気持ちをおさえてしまう。 

８仕事（当番や係り）をきちんとやらない人は，やり直しをするなど 

責任をとるべきだと思う。 

９人に頼まれると断れない。 

10 学校での失敗は苦しくてがまんすることができない。 

11 やられたらやり返すほうだ。 

12 すべてにおいて心配性である。 

13 相談できる人が学級にいないとこまる。 

14 周囲の仲間は，わたしの仕事（当番や係り）に協力してくれるべき 

だと思う。 

15 周りの人の期待にはこたえないといけないと思う。 

16 人に気をつかってつかれることが多い。 

17 仲間にいつもふり回されて大変だ。 

18 自分には特別な才能がないと思う。 

19 言いたいことをがまんしてしまう。 

20 わたしは，学級や仲間のために役立っていると感じることが少ない。 

21 自分の目標達成のためには全力をつぎこむべきだと思う。 

22 人とよく口げんかになる。 

23 仕事（当番や係り）や勉強で，同級生の仲間には負けてはいけない

と思う。 

24 目標は，常に高く待たなければならないと思う。 

25 先生は，私たちにあった手助けをしてくれるべきだと思う。 

表１  メンタル・タフネス度 アンケート項目 

Aランク 

30% 

Bランク

27% 

Cランク

38% 

Dランク 

5% 

図１０  児童のメンタル・タフネス度ランク 



⑵ 指導計画の作成 

時 学習活動・内容 

 

ねらい・指導上の留意点 

 

評価規準と評価方法 

○は評価規準・（）は評価方法 

 ・アンケートの実施 

メンタル・タフネス度 

学級活動について 

・回答することで，児童が自分を振り

返り，今後の学校生活を見つめ直すき

っかけにする。 

（アンケートへの記述分析） 

 

１ 【11/17（木）５時間目】 

「３つの話し方」 

・アサーションとは何かを学ぶ。 

①劇シナリオについて把握す

る。 

②３つの話し方について考え

る。 

 

③３つの話し方の確認をする。 

 

・それぞれの話し方がどんな特徴を持

っているのか理解する。 

 

①シナリオのどんな点を読んでほし

いか伝える。 

②３人の話し方にはそれぞれどんな

違いや特徴があるか記入させてお

く。 

③違いや特徴をみんなが理解し，納

得するように丁寧に進める。 

 誰かが「いばりやさん」というこ

とではないことを押さえる。個人

攻撃にならないようにさせる。 

【知識・理解】 

○３人の話し方の違いや特徴が分

かる。 

（ワークシートへの記述分析） 

（発言の確認） 

 

２ 【11/22（火）５時間目】 

「さわやかさんを育む」 

・自分の中のアサーションを 

知る。 

①３つの話し方の確認をする。 

②自分は普段どんな話し方を

しているか考える。 

③集計の仕方を説明する。 

 

 

④ふりかえり，まとめを行う。 

 

 

・自分とそれぞれの関係について理

解を深め，取り組むべき対象を明

確にする。 

 

①３人の話し方について復習する。 

②正解があるわけではないので，思

いつくまま答えさせる。 

③それぞれ「おどおどさん得点」「い

ばりやさん得点」「さわやかさん得

点」を集計させる。 

④一人一人の心の中に「３人」が住

んでいること。少しでも「さわや

かさん」で会話ができるように工

夫していこうと呼びかける。 

【知識・理解】 

○相手も自分も気持ちがよいのは

「さわやかさん」のやりとりで

あることを理解している。 

（ワークシートへの記述分析） 

（発言の確認） 

 

３ 【11/30（水）５時間目】 

「自分について書いてみよう」 

・アサーションを支えるもの「自

己理解」「他者理解」を確認す

る。 

①ワークシートを配り，記入の

仕方を説明する。 

 

 

②自分のいろいろな面をクラ

スのみんなに紹介するため

のワークシートを作成する。 

③作品を掲示しみんなで見合

う。 

・自分の一面に気づき，自分らしさ

を再度確認するなど，自己理解と

他者理解を実践する。 

 

 

①他の人に伝わるように，たくさん

伝えよう。どんな答えが望ましい，

というものはないこと。人それぞ

れ違ってもいいことを伝える。 

②言葉で表現するだけでなく，写真

やイラストを描くなどして，自分

らしさを表現させる。 

③日記に，自分や仲間のワークシー

トを見ての感想を書かせる。 

【知識・理解】 

○「自分について書いてみよう」

の作品づくりを通して，改めて

自分について考え，自分らしさ

に気づいたり理解を深めたりす

る。 

○仲間の良いところや，分かった

ところなど，仲間について知る。 

（ワークシートや日記への 

記述確認） 

 



４ 【12/2（金）５時間目】 

「ほめあげ大会をしよう」 

・仲間に褒め言葉をプレゼント

する。 

①「ほめあげ大会」について説

明する。 

②ワークシートを時計回りに

交換しながら，グループ全員

分を書く。 

③仲間に書いてもらった自分

のワークシートをみて自己

評価を行う。 

 

④振り返りカードに書き発表

する。 

・褒め言葉のプレゼントは，お互い

に気持ちの良いものであることを

体験的に学ぶ。 

 

①お世辞は書かない。きちんと仲間

の顔を見て考えさせる。 

②グループになり，一人に対してほ

めることをワークシートに２つず

つ記入させる。 

③自己肯定感の低い児童に対し，全 

体の前で確認を行い，自己を肯定

的に受け止めることが，できるよ

うにする。 

④ほめ言葉をもらってどうだったか

に留意する。 

【思考・判断・表現】 

○仲間の褒めたいところをきちん

と書くことができている。 

（ワークシートへの記述分析） 

○自己を肯定的に受け止めること

ができる。 

（ワークシートへの記述分析） 

（発表） 

５ 【12/7（水）５時間目】 

「小学校ディベート授業入門」 

・ディベートって何？ 

①ディベートのやり方を，ビデ

オを使って把握する。 

②感想を書く。 

 

・ビデオを見て，話し合いとの違い

を考え，ディベートのイメージを

つかむ。 

①話し合いとの違いを考え，ディベ

ートのイメージをつかませる。 

②ディベートに向けて，自分の考えを

書かせる。 

【関心・意欲・態度】 

○ディベートのイメージをつか

み，意欲を持つことができる。 

（行動の観察・ワークシートへの

記述分析） 

 

６ 【12/9（金）５時間目】 

「ディベートの準備をしよう」 

・ディベート用語について知る 

 

①賛成側立論，反対側立論，最

終弁論の書き方，司会，判定

の仕方などを把握する。 

②グループや場の設定を行う。 

 

 

 

③次回のディベート「鉛筆とシ

ャープペン」の準備を行う。

ワークシートの書き方を把

握する。 

・肯定側立論，否定側立論，最終弁

論の書き方，司会，判定の仕方な

どを理解し，試合ができるように

準備する。 

①ディベートに関する用語集を配布

掲示する（図17）。 

・疑問点を出させ，丁寧に説明する。 

②それぞれ３～４人構成の賛成側，

反対側，審判側にわかれ，計９～

10人の小グループを４つ作らせ

る。 

③それぞれ自分の立場に立った考え

をワークシートに記入させる。 

・疑問点を出させ，丁寧に説明する。 

【関心・意欲・態度】 

○意欲的に活動している。 

（行動の観察・記述の確認） 

 

【知識・理解】 

○賛成側立論，反対側立論，最終

弁論の書き方，司会，判定の仕

方などを理解している。 

（ワークシートの記述分析） 

 

７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

・ 

10 

 

【12/14（水）５時間目】 

【12/16（金）５時間目】 

「さわやかディベートをしよう」 

「鉛筆とシャープペン」 

（７・８時） 

【12/20（月）４時間目】 

「パンとごはん」（９時） 

【12/21（水）５時間目】 

「夏休みと冬休み」（本時） 

①前時の復習と本時のめあて，

ディベート的学習のルール，

・他者を理解し，お互いを尊重しな

がら，コミュニケーション能力を

高める。 

・話合いが筋道から外れた場合の軌

道修正の仕方について、事前に司

会団に指導しておく。 

 

 

 

①めあて，ディベート的学習のルー

ル，論題を確認させる。 

【関心・意欲・態度】 

○意欲的に参加している。 

（行動の観察・記述の確認） 

 

【思考・判断・表現】 

○賛否が分かれる問題について，

それぞれの意見を考え，相手を

説得する話し方を工夫したり，

相手の話を聞き取ったりする。 

・他者を尊重し，自分の気持ちを

適切に表現する。 



論題を確認する。 

②ディベートマッチを行う 

 

 

 

 

 

 

③自己評価をする。 

ディベート的学習で学んだ

ことの発表。 

 

②児童一人一人の意見が大切にされ

るように配慮する。 

・判定の段階では全体として何がい

いのかという視点を持たせて公正

に考えさせる。 

・感情的にならずに，質問や返答が

できるようにさせる。 

③ディベート学習で学んだことを，

発表させ，児童の努力や意欲など

を積極的に認める。  

（発表・ワークシートの記述分析） 

○討論していく中で，自分の考え

を深めながら，客観的に評価す

ることができる。 

（判定ワークシートの記述分析） 

 ・アンケートの実施 

メンタル・タフネス度 

学級活動について 

・アンケート回答することで，児童

が自分を振り返り，成長や変容に

気づき，今後の意欲につなげる。 

（アンケートへの記述分析） 

 

３ 授業実践 

⑴ 構成的グループ・エンカウンター 

構成的グループ・エンカウンターは，集団学

習体験を通して自己理解や他者理解を促し，信

頼感や自尊感情を高め，行動の変容と人間的な

自己成長をねらっている。「エクササイズ」とい

う活動と「シェアリング」というふり返りから

大きく構成されている。この方法は，参加者の

状態（モチベーションやレディネス）に応じて

展開できるプログラムを定型化すれば，短時間

にリレーションが高められる。学級においては，

①自己防衛しない，援助的な人間関係づくり  

②学級内の人間関係を通して自尊感情を高める  

③生きる力，問題を解決する力を培う心の触れ

合う人間関係づくり  ④感情を豊かにさせて，

毎日の生活の充実を高めるなど，問題を持つ子

どもを対象としたカウンセリングだけでなく，

問題が発生する前の子ども達に対する，開発的

カウンセリングとして取り入れられている。そ

の効果として，①登校拒否・いじめ予防の効果 

②コミュニケーションづくりの効果 ③教師と

児童のリレーションづくりの効果 ④自己理

解・他者理解・自己受容・自己主張・信頼体験・

感受性の促進などがある。 

⑵ グループ学習活動 

一般に，グループ学習は一斉指導と対比され 

る概念である。数名の小集団をつくり，学習課 

題を子ども達の力で追求させ，課題解決させよ 

うとする学習形態である。また，グループ学習

を体験する中で，集団思考の喜びやグループ内

の温かい人間関係を，構築させることも可能で

ある。グループ学習を指導するにあたっては，

指導の目的を踏まえるとともに，①グループ学

習を一斉指導や個別指導との関連において位置

づける ②グループ学習の仕方そのものを，子

どもに理解させる ③グループ学習の体験を通

して集団思考を高めさせる ④できるだけ多く

の子どもとグループ体験ができるようにする 

⑤授業の中での学習だけに終わることなく，日

常生活にも応用できるようにするなど，小集団

の良さを生かすように工夫する。その効果とし

て，①自立的な学習態度が身につく ②互いに

協力し合う人間関係が育つ ③一人一人の個性

を理解し合うことができるようになる。 

 ⑶ 信頼関係を築くゲーム 

 信頼関係を築くゲームは，ゲームを通して新し

い自分を発見し，自分がより好きになることや

人と交わることの楽しさを，学ぶことがねらい

である。体験学習を基本とし体験したことを振

り返り，一般化し実生活に活かしていく，とい

う流れ（体験学習サイクル）のもとにプログラ

ムは組み立てられる。活動にはアイスブレーキ

ング（緊張をほぐす），ディインヒビタイザー（気

持ちの上での抑制をゆるめる，安心感），トラス

ト（信頼構築），イニシアティブ（課題解決），

ピーク・エクスペリアンス（１つの頂点となる

ような活動）などがあり，体をほぐすとともに



写真 1 

写真 2 

B は，いばりやさんだ！ 

緊張感をほぐし心の壁を下げ，課題解決を通し

て信頼関係を育てていくことができる。 

 ⑷ 教育活動全体（朝の会，昼の会，帰りの会，

清掃指導，給食指導，心綴りノート） 

集団の中における「個」が生きるよう配慮す

るとともに，互いに相手の気持ちや立場を考え

て行動できるように，自主的に責任を持って果

たせるような活動の場を設定する。（一人日直を

取り入れ朝の会，昼の会，帰りの会での定着を

はかる。）また，グループ行動を中心に，早く終

わったグループは手伝いに行き，みんなで終わ

る，時間を守る，黙々とやることを心がけさせ

る。さらに，「心綴りノート」による児童の内面

での変容をつかみ，その良さを学級全体に伝え

るよう支援する。  

以上，上記(1)～(4)の取り組みは，学級の実

態から，意思表示によって児童が恥ずかしいと

感じたり，友達に嫌われるなどと感じることな

く，自分の考えに自信をもって発言できる自由

な雰囲気づくりを目指す。そして，子どもたち

に自尊感情や自己肯定感を高め，他者理解を促

進するために行っていく。

 

Ⅶ 指導の実際  

１ 実践事例 

 ⑴ 第 1時「３つの話し方」 ～アサーションとは何かを学ぶ～ 

ねらい「それぞれの話し方が，どんな特徴を持っているのか理解する。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

「３つの話し方」 

・アサーションとは何かを学ぶ。 

①劇シナリオについて把握する。 

②３つの話し方について考える。 

③３つの話し方の確認をする。（図 11） 

 

①シナリオのどんな点を読んでほしいか伝える。 

②３人の話し方にはそれぞれどんな違いや特徴がある

か記入させておく。 

③違いや特徴をみんなが理解し，納得するように丁寧に

すすめる。誰かが「いばりやさん」ということではな

いことを押さえる。個人攻撃にならないようにさせ

る。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

写真 

図 11  ３つの話し方 

さわやかさんの 
ように言いたいな！ 



⑵ 第２時「さわやかさんを育む」 ～自分の中のアサーションを知る～ 

    ねらい「自分とそれぞれの関係について理解を深め，取り組むべき対象を明確にする。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

①３つの話し方の確認をする。 

②自分は普段どんな話し方をしているか考え

る。 

③集計の仕方を説明する。 

 

④ふりかえり，まとめを行う。 

 

①３人について復習する。 

②正解があるわけではないので，思いつくまま答えさ

せる。 

③それぞれ「おどおどさん得点」「いばりやさん得点」

「さわやかさん得点」を集計させる。 

④一人一人の心の中に「３人」が住んでいること。少

しでも「さわやかさん」で会話ができるように工夫

していこうと呼びかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 12  自分のスタイル 

・21個の文から，自分ならこうするというも

のを選び，集計を行い，自分がどのタイプが

多いか知る。自己理解 



写真 4 
写真 5 

⑶ 第３時「自分について書いてみよう」～アサーションを支えるもの「自己理解」 

「他者理解」を確認する～ 

ねらい「自分の一面に気づき，自分らしさを再度確認するなど，自己理解と他者理解を実践する。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

①ワークシートを配り，記入の仕方を説明す

る。 

 

②自分のいろいろな面をクラスのみんなに紹

介するためのワークシートを作成する 

③作品を掲示しみんなで見合う。 

①他の人に伝わるように，たくさん伝えよう。どんな

答えが望ましい，というものはないこと。人それぞ

れ違ってもいいことを伝える。 

②言葉で表現するだけでなく，写真やイラストを描く

などして，自分らしさを表現させる。 

③日記に，自分や仲間のワークシートを見ての感想を

書かせる。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑷ 第４時「ほめあげ大会をしよう」 ～仲間に褒め言葉をプレゼントする～ 

ねらい「褒め言葉のプレゼントは，お互いに気持ちの良いものであることを体験的に学ぶ。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

①「ほめあげ大会」について説明する。 

 

②ワークシートを時計回りに交換しながら，グ

ループ全員分を書く。 

③仲間に書いてもらった自分のワークシート

をみて自己評価を行う。 

④振り返りカードに書き，発表する。 

①お世辞は書かない。きちんと仲間の顔を見て考えさ

せる。 

②グループになり，一人に対してほめることをワーク

シートに２つずつ記入させる。 

③自己肯定感の低い児童に対し，全体の前で確認を行

い，自己肯定感がもてるようにする。 

④ほめ言葉をもらってどうだったかに留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 写真 

写真 

・自己肯定感の低い

児童に対して，グ

ループで評価され

た良いとこを，全

員の前で確認を行

った。 

自己存在感 

・考える時間一人１

分間，一人に対し

書く時間２分間。

限られた時間内で

一生懸命取り組ん

でいる。 

自己有用感 

写真 3 図 13  自己理解，他者理解するためのワークシート 

好きなもの 

大切なもの 

嫌いなもの 
うれしかったこと

名前について 

将来の夢 

家族について 

・「自分の大切なもの」は 

「家族」が一番多かった。 



写真 6 写真 7 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 第６時「ディベートの準備をしよう」 ～ディベート用語について知る～ 

ねらい「肯定側立論，否定側立論，最終弁論の書き方，司会，判定の仕方などを理解し，試合ができるように準備 

する。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

①賛成側立論，反対側立論，最終弁論の書き方，

司会，判定の仕方などを把握する。 

②グループや場の設定を行う。 

 

③次回のディベート「鉛筆とシャープペン」の

準備を行う。ワークシートの書き方を把握す

る。 

①ディベートに関する用語集を配布・掲示する。 

・疑問点を出させ，丁寧に説明する。 

②それぞれ３～４人構成の賛成側，反対側，審判側に

わかれ，計９～10人の小グループを４つ作らせる。 

③それぞれ自分の立場に立った考えをワークシート

に記入させる。 

・疑問点を出させ，丁寧に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

写真 

・時間を計りながら，それぞれの立場に立った考

えをワークシートに記入している。 

図 14 ほめあげ大会ワークシート 

・ほめ言葉をもらってどうだったかに留意した。児童から，「照れ臭いけどうれしい」「気持

ち良かった」などの望ましい反応に対し，特にそれを取り上げ板書などを行った。また，「あ

なたのほめ言葉を相手が『ありがとう』と気持ちよく受け取ってくれたとき，どんな気持

ちがしましたか」と問いかけ，ねらいに即した反応を強化した。 

・お互いに意見を出し合いながら，仲間と折り合

いをつけ，作戦を立てている。 



⑹ 第７時「さわやかディベートをしよう」 ～鉛筆とシャープペン～ 

ねらい「他者を理解し，お互いを尊重しながら，コミュニケーション能力を高める。」 

学習活動・内容 指導上の留意点 

①前時の復習と本時のめあて，ディベート的学

習のルール，論題を確認する。 

②ディベートマッチを行う。 

 

 

 

 

 

③自己評価をする。 

  ディベート的学習で学んだことの発表。 

①めあて，ディベート的学習のルール，論題を確認さ

せる。 

②児童一人一人の意見が大切にされるように配慮す

る。 

・判定の段階では全体として何がいいのかという視点

を持たせて公正に考えさせる。 

・感情的にならずに，質問や返答ができるようにさせ

る。 

③ディベート学習で学んだことを，発表させ，児童の

努力や意欲などを積極的に認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公開検証授業指導案 

４学年特別活動指導案（学級活動） 

日 時 平成 23年 12月 21日（水）５校時 

対 象 沖縄市立比屋根小学校 ４年３組 

                                  男子 19名 女子 20名 計 39名  

授業者  新野英憲 

⑴ 題材名 「さわやかディベートをしよう」 

⑵ ねらい 

他者を理解し，お互いを尊重しながら，コミュニケーション能力を高めることができる。 

⑶ 題材について 

① 題材観 

現代の子どもたちに見られる問題行動として，いじめや不登校などが指摘されている。その原因の

一つとして家庭・地域社会などにおける人間関係の希薄化やまたそれに伴い，望ましい人間関係を築

けないといった社会性の育成に不十分さが考えられる。 

写真 

写真 

・事前の準備として，①自分の意見の弱いところ ②相

手から出される質問の予想とその答え ③相手の立場

の良いところ，弱いところ ④相手への質問などをワ

ークシートに記入させた。しかし，当初は記入するこ

とができずに，意見がなかなか言えない児童も見られ

た。 

写真 8 

 
・初めてのディベート的学習では，感情的になりすぎて，審

判に怒り出す児童も見られた。その為，自分の考えや立場

が違っても他者を尊重し，自分の気持ちを適切に表現する

ことができるように，判定用ワークシートの工夫や相手の

立場を考えた，自己主張の仕方をワークシートなどで確認

を行った。 
写真 9 

 



本学級においても自分の意図を上手く伝えることができず，他者に不愉快な態度をとる児童や，集団

で規律を守れない児童がいる。「学校を社会の縮図」と考えた時，集団の一員としての自覚を高め,規

律を守り，互いに協力し認め合う学級作りが一層大切だと考える。 

新学習指導要領において学級活動は「望ましい人間関係を形成し，集団の一員として学級や学校に

おけるよりよい生活づくりに参画し，諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度や健全な生活

態度を育てる」ことが目標として定められている。そこで，集団の場でもある学校・学級で他と関わ

り，互いに認め合いながら，コミュニケーションを図ることが重要と考えた。ディベート的学習を行

う場において，相互理解の人間関係を促進するアサーションスキルを取り入れ，相手を認めた自己主

張をすることによって，互いに認め合いコミュニケーション能力が高まり，望ましい人間関係の形成

や，よりよい社会性の育成につなげられるのではないかと考え，本題材を設定した。 

② 児童観 

ほとんどの児童が，友達に自分の思ったことが言えると答えている。しかし，グループ内で自分 

の思ったことが言えない児童 12名，話し合い時に自分の意見が言えない児童が 18名いる。特定の 

友達には意見を言うことができる児童が多いが，グループや全体の中では，意見を言うことに抵抗 

を感じていると考える。それは，人の話を最後まで聞くことができない児童 11名，相手の気持ち 

を考えて言葉を使うことができない児童 6名，仲間の言葉で傷ついた児童 20名いることから，侵 

害行為・いじめや悪ふざけ，言葉の暴力を受けていると強く感じたり，自己の利害や好き嫌いによ 

って接し方が異なり，相手を不愉快な気分にさせたり, 傷つけてしまったということもあると考え

る。 

また，メンタル・タフネス度では，メンタフ度Ａランクは全体で 29％いるが，残りの 71％の児童 

に対し，特にメンタフ度Ｄランクの児童 2名に対し，柔軟な思考や行動を促し，自他のよさを認めあ

える温かい雰囲気で活動ができるように配慮していきたい。 

③ 指導観 

４月から構成的クループ・エンカウンター，グループ学習活動，信頼関係を築くゲーム，学級会な

どの実施など継続して取り組んできた。しかし，親しい友だち同士の間では自己表現ができるように

なってきたが，授業中や話合い活動では挙手して発言する児童はそれほど多くなく固定している。ま

た，グループや全体の場になると自分の思ったことを伝えることができない子も多い。その裏には自

分の存在が学級で受け入れられているか自信がもてず，人間関係に不安を感じるなど，望ましい人間

関係を築けず，社会性の育成が不十分ではないかと考えられる。これまでの活動などを振り返ってみ

ても，折り合いをつけることができずに，言い合いになって気まずい雰囲気になることが課題であっ

た。 

本時においては，ディベート的学習が計画どおりに運営できているかを確認し，行き詰まったとき

に助言を行い，児童が意欲的に取り組めるようにしたい。また，相互理解の人間関係を促進するアサ

ーションスキルを取り入れることによって，認め合い励まし合いのある場にしていきたい。学級，集

団の中における「個」が生きるよう配慮するとともに，互いに相手の気持ちや立場を考えて行動でき

る学級づくりをめざし，互いに認め合うことで，コミュニケーション能力を高めることができると考

える。「みんなの中に自分がいる，自分の中にみんながいる」お互いに支え合いながら，生きてい

く大切さに気づくことや，望ましい人間関係についても考えていけるような活動にしていきたい。 

⑷ 指導計画  報告書Ｐ87～89に記載 

 



⑸ 評価規準 〈学級活動（１）「学級や学校の生活づくり」第３学年及び第４学年〉 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

・学級の生活上の問題に関心をもち，

他の児童と協力して，意欲的に集団

活動に取り組もうとしている。     

・楽しい学級生活をつくるために話

し合い，自己の役割や集団として

のよりよい方法などについて考

え，判断し，協力し合って実践し

ている。 

・みんなで楽しい学級生活をつくるこ

との大切さや，学級集団としての意

見をまとめる話合い活動の計画的

な進め方などについて理解してい

る。 

〈学級活動（２）「日常の生活や学習への適応及び健康」第３学年及び第４学年〉 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

・自己の生活上の問題に関心をもち，

意欲的に日常の生活や学習に取り

組もうとしている。 

・楽しい学級生活をつくるために，

日常の生活や学習の課題につい

て話し合い，自分に合ったよりよ

い解決方法などについて考え，判

断し，実践している。 

・楽しい学級生活をつくることの大切

さ，そのためのよりよい生活や学習

の仕方などについて理解している。 

「よりよい生活や望ましい人間関係を築く力を見とるためのチェック項目」 

１ 人の話や意見を最後までよく聞いている 

２ 自分の考えを持ち，相手の立場に立って考えている。 

３ 相手の意見を尊重しながら，自分の意見に理由をつけて発言している。（本時） 

４ 真剣な態度で，話し合いに参加している。 

⑹ 本時の指導（10/10時間） 

① 本時の目標 

・賛否が分かれる問題について，それぞれの意見を考え，相手も大切にしながら説得する話し方

を工夫したり，相手の話を聞き取ったりすることができる。 

② 授業仮説 

  ・ディベート的学習の場において，ワークシートの活用や小グループの話し合いを取り入れるこ

とにより，他者を理解し，お互いを尊重しながら，コミュニケーション能力を高めることがで

きるであろう。 

③ 準備 

・ワークシート ・司会者台本 ・判定表 ・ストップウォッチ 

④ 本時の展開 

過

程 

学習活動 指導上の留意点 

（三観点） 

 目指す児童の姿 

【評価】〈評価方法〉 

導

入 

 

１はじめの言葉 

 

２ディベート学習のルー 

ルを音読する。 

○楽しい雰囲気で始められる

よう配慮する。（存在感） 

○ディベート学習のルールを

確認させる。（有用感） 

【関心・意欲・態度】 

○楽しいディベート学

習にするために，意欲

的に取り組もうとし



・賛否が分かれる問題について，それぞれの意見を考え，相手も大切にしながら説得する話し方

を工夫したり，相手の話を聞き取ったりすることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている。 〈行動観察〉 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ディベート学習のめあて

と論題を確認する。                

めあて 

「お互いの意見を大切に

しながら，自分の考えを

伝えよう」 

論題「夏休みと冬休み」 

４ディベートマッチを行う 

① 賛成側意見・・・３分 

② 反対側質問・・・５分 

③ 反対側意見・・・３分 

④ 賛成側質問・・・５分 

⑤ 準備時間・・・・２分 

⑥ 反対側最終意見・３分 

⑦ 賛成側最終意見・３分 

⑧ 審査時間・・・・３分 

⑨ 判 定・・・・・３分 

○全員でめあてと論題を読ま

せる。（存在感） 

○話合いが筋道から外れた場

合の軌道修正の仕方につい

て，事前に司会団に指導し

ておく。（有用感） 

○児童一人一人の意見が大切

にされるように配慮する。                   

（存在感）  

○質問をきちんと把握し，適

切に答えられるように助言

をする。（有能感） 

○判定の段階では全体として

何がいいのかという視点を

持たせて公正に考えさせ

る。（有用感） 

【言語活動】 

○立論をきちんと述べ

ることができる。 

【思考・判断・実践】 

○表現の仕方は聞き手

へ伝わるよう工夫さ

れている。 

○感情的にならずに，質

問や返答ができる。 

【言語活動】 

○最終意見で聞き手へ

再度納得させる内容

を発言できる。 

 

ま

と

め 

 

５ワークシートの記入をす

る。 

６ディベート的学習で学ん 

だことを発表する。 

７先生のお話を聞く。 

８終わりの言葉 

○今回のディベート学習で学

んだことを，発表させ，児

童の努力や意欲などを積極

的に認める。（有能感） 

【関心・意欲・態度】 

○自分たちのディベー

トがどうだったか省

みることができる。 

〈ワークシート〉 

⑤ 評価 

図 15  座席表 

 黒 板 



写真 11 写真 12 写真 13 

検証授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

・判定を待つ児童「勝っているかな？」 
・質疑・応答の時間。授業の山場である。うまく答えら

れない時は，チームの仲間に答えてもらってもよい。 

写真 10 

・各主張する場面では，イラ

ストを活用している児童

も見られた。 
図 16  主張に活用したイラスト 

図 18  ディベート的学習後の感想 

図 17 ディベート用語集 

写真 

写真 写真 



 

 

 

 

 

Ⅷ 研究の結果と考察  

本研究はテーマを，「コミュニケーション能

力を高める指導の工夫」と設定し，研究仮説

を「ディベート的学習を行う場において，ア

サーションスキルを取り入れ，相手を認めた

自己主張をすることによって，互いに認め合

い，コミュニケーション能力を高めることが

できるであろう。」とし，研究を進めてきた。

そこで，検証授業を終え児童の変容をアンケ

ートや自己評価などにおける事前事後の調査 

結果を検証することにより，本研究の結果と

考察とする。 

１ 理論研究 

⑴ アサーションスキルについて 

アサーションスキルにおける授業では，話

し方には 3 つのコミュニケーションタイプが

あり，自分がどのタイプが多いのかを知り，

どのようなときにアサーティブでない態度を

取ってしまうのかを振り返り，自分の本当の

気持ちなどを理解し，気持ちをコントロール

すること（アサーティブになる第一歩）を学

ぶことができたと判断できる。このことは，

本時の授業における相手を認めながら，自己

主張や発言を行う児童の様子から判断できる。

また，児童のアンケート結果，「相手の気持ち

を考えて言葉を使える（78％→84％増加）。」

仲間の言葉で傷ついたことがある（53％→

47％に減少）。」からも判断できる(図 24,25)。 

そして，アサーション的な傾聴の力が身に 

付き，児童の自信もついてきたと実感できた。

それは，アンケート結果「仲間や先生の話を

最後まで聞くことができる（66％→88％増

加）。」「学級のみんなは私のことを分かってく

れる（71％→86％増加）。」から効果があった

と判断できる(図 22,26)。 

⑵ ディベート的学習について 

ディベート的学習では身につくスキルとし

て，「積極的に傾聴する能力が養われる」「自

分の意見を効果的に人に伝える能力が養われ

る」「対立する側に立って，物事を考える習慣

がつく」がある。本時の授業の様子から，児

童が論題に対し，メリット，デメリットにつ

いて理由を考え，絵やメモなどを活用し論理

的に発言し，自信を持って発言する様子から，

上記のスキルが身についたと判断できる。ま

た，ディベート的学習はオープンエンド的な

学習形態としても効果が見られた。このこと

は，メンタル・タフネス度チェック項目「7.

いつも自分の気持ちをおさえてしまう(20 人

→11 人)」「11.やられたらやり返すほうだ(20

人→18 人)」「16.人に気をつかって，つかれ

ることが多い（13 人→8人）」「17.仲間にいつ

もふり回されて大変だ（８人→１人）」「19.

言いたいことをがまんしてしまう（18 人→15

人）」「22.人とよく口げんかになる（25 人→

16 人）」から減少傾向が見られ，日常生活な

どで仲間と折り合いをつけることができなか

ったり，喧嘩になったり，自己主張ができな

かった児童に対して，指導の効果があったと

判断できる。 

⑶ メンタル・タフネスについて 

ストレスケアで大切なのは，まずストレス

に気付くこと。愚痴や不満を話せる仲間の存

在。ストレスの原因や，自分の感情がはっき 

りするというのが，話すことの効用である。

それは，ストレスを客観的に捉え，その受け

止め方の偏りを自分自身で気付き修正できる

ようになる。授業後のメンタル・タフネス度

チェックでは，Ｄランクの児童がいなくなり，

各ランクでストレス耐性の結果が良くなった。

・学習後の感想から，「冬休み側は怒ったりしないでちゃんと相手を認めていた」「いろいろなさわやかな言葉が

どちらも言えていた」など，感情的になる場面でも，アサーションを意識して行動ができるようになってきた。

また，今日使ったさわやかな言葉についても，気付いて記入するようになっている。 



このことは，児童がストレスとうまく対処で

きるようになり，また，アサーションスキル

を取り入れることで，児童同士の関係が社会

的支援（スポンジ）の役割をすることができ

るようになってきたことが，児童の言動から

考察できる。また，児童の置かれた状況を客

観視し，ストレスに耐え得る心の柔軟な思考

や行動を育む手だての一つとして，メンタ

ル・タフネス度チェックは効果があったと判

断できる（図 27）。 

２ 指導計画 

本校児童の課題が明確になり，アサーショ 

ンスキルやディベート的学習のねらいや進め 

方に留意して指導計画を作成した。 

本研究の指導計画を，授業後の実態調査を

中心に考察する。 

⑴ 児童の実態調査と分析 

① 調査目的 

授業後の児童の実態調査を行い，仮説の検

証資料として役立てる。 

 ② 調査方法 

 ア 質問紙法によるアンケート調査 

 イ 調査日：平成 23 年 12 月 22 日 

 ウ 調査対象：沖縄市立比屋根小学校 

４年３組 男子 19 名 女子 19 名 計 38 名 

 ③ 調査結果及び考察 

エ 回収率：100％ 

問１ 友達に自分の思ったことが言えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１考察】 

授業前と比べ，ほとんどの児童が友達に自 

分の思ったことが言えるようになった（77%

→91％）。理由として，「相手の気持ちがわか 

るようになった」「分かってもらえてうれしか

ったから」などがあった。しかし，「どちらか

といえばいいえ」「いいえ」と答えた児童は３

人（９%）であった。まだ上手にコミュニケー

ションをとることができていない。継続的な

指導や支援が必要であると考える。 

問２ グループの中で自分の思ったことが言 

えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 話し合いの時，自分の意見が言えます

か。 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２～３考察】 

自分の考えをグループや全体の前で，発

言・発表することができるようになってきた。

発言・発表ができない理由として「間違って

いたら恥ずかしい」などがあったが，発表が

苦手な児童に自信をつけさせてあげる声かけ 

やワークシートの活用，話型指導，自分の考

えを話す場を意図的に作ることなどの指導の

効果があったと考える。また，お互いを認め

合うクラスの雰囲気作りの効果もアンケート

結果から判断できる。 

図 19 友達に自分の思ったことが言える 

図 20 グループの中で自分の思ったことが言える 

図 21 話し合いの時，自分の意見が言える 



図 25 仲間の言葉で傷ついたことがある 

問４ 仲間や先生の話を最後まで聞くことが

できますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４考察】 

授業前よりも，さらに多くの児童が，教師

や仲間の話を最後まで聞いていると答えてい

る（66％→88％）。この結果は，授業前に行っ

たアンケートからでてきた，聞くことができ

ない理由に「つまらない」「他の事を考えてい

る」などが挙げられていた。しかし，授業を

通してさらに聴く必要性を感じ取り，相手を

大切にする心情が育ってきたからである。こ

のことは，授業後の児童の感想から「自分の

話も聞いてほしいから」という記述からも判

断できる。 

問５ 考えたことをノートに書くことができ

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問５考察】 

 日記などを通して，日常生活や学校生活に

関心を持たせ，日頃から自分の考えを書く習

慣を身につけさせた。また，ワークシートな

どの活用に効果があったと考える。このこと

は，授業前と比べ 80％の児童が自分の考えを

ノートに書くことができたと答えている。さ

らに，授業後の感想からも「書いていたら発

表ができるから」「勝ちたいから」など，書く

ことで自分の考え方をまとめることができ，

安心感や自信を得ていると思われる。さらに，

学習への意欲にも，良い効果が出ていると判

断できる。 

問６ 相手の気持ちを考えて言葉を使えます

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 仲間の言葉で傷ついたことがあります

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６～７考察】 

 「相手の気持ちを考えて言葉を使える」児

童が授業後では 84%に増加し，「仲間の言葉で

傷ついたことがある」児童 47%に減少した。  

この結果は，仲間を理解し尊重することや，

自分の感情を上手にコントロールすることが

できるようになり，相手を思いやった言動が

できるようになってきたと判断できる。今後

も，全員が思いやりの言動ができるように，

指導，支援を行っていきたいと考える。 

 

図 22 仲間や先生の話を最後まで聞くことができる 

図 23 考えたことをノートに書くことができる 

図 24 相手の気持ちを考えて言葉を使える 



問８ 学級のみんなは私のことを分かってく

れますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問８考察】 

授業後では 86％の児童が，自己存在感を得

ることができた。このことは，お互いを認め

合い，支え合う雰囲気が出てきているからだ

と考える。しかし，「どちらかといえばいいえ」

「いいえ」と答えた児童が 14%に減少してい

るが，５名の児童が自己存在感が低く，望ま

しい人間関係が築くことができていない。今

後も継続的な指導，支援が必要であると考え

る。 

問９ 児童のメンタル・タフネス度について

のアンケートを実施した（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９考察】 

アサーションスキルを取り入れた，ディベ

ート的学習は，児童の人間関係を円滑にし，

コミュニケーション能力を高めることができ

た。このことは，授業後のメンタル・タフネ

ス度チェックの結果から，Ａランク 30％→

36％,Ｂランク 27％→30％に増加し，Ｃラン

ク 38％→34％，Ｄランク５％→０％に減少し，

また，特にストレスを多く感じている項目別

についても，「1.いろんなことをいつもむずか

しく，考えてしまう（24 人→19 人）」「7.いつ

も自分の気持ちをおさえてしまう(20 人→11

人)」「11.やられたらやり返すほうだ(20 人→

18 人)」「12.すべてにおいて，心配性である

（28 人→13 人）」「16.人に気をつかって，つ

かれることが多い（13人→8 人）」「17.仲間に

いつもふり回されて大変だ（８人→１人）」「19.

言いたいことをがまんしてしまう（18 人→15

人）」「22.人とよく口げんかになる（25 人→

16 人）」減少傾向が見られ，指導の効果があ

ったと判断できる（図 27）。 

自分の考えと逆の立場で主張する側におけ

るメンタル・タフネス度の変化はあまり見ら

れなかった。しかし，自分の考えと同じ立場

で主張する側だと，メンタル・タフネス度が

良くなった児童 45％，悪くなった児童 18％だ

った。自分の考えと同じ立場側で主張できる

ことから，児童は自信を持つことでストレス

耐性が良くなったと考える。さらに，審判側

では，メンタル・タフネス度が良くなった児

童が 75％，悪くなった児童０％だった。アサ

ーションスキルを取り入れたことで，それぞ

れの意見を客観的に聞き取り，公平に判断す

ることができた。その結果，ストレス耐性が

良くなったと考える（図 28）。 

⑵ 指導計画の作成について検証 

授業後のアンケートやメンタル・タフネス

度チェックの結果から，大きな成果が見られ

た（図 19～28）。理由として，深く考える時

間がつくれることにより，自分自身をしっか

図 27 児童のメンタル・タフネス度 

図 28 立場別におけるメンタル・タフネス度の比較 

図 26 学級のみんなは私のことを分かってくれる 



図 29 ディベート的学習後の感想① 

り見つめ，他者理解を行うなど，相手を思いや

る心などが育ってきたからだと考える。このこ

とから，本研究の指導計画は，一定の効果があ

ったと判断できる。 

３ 授業実践 

授業実践の⑴～⑶について，結果と考察をま

とめる。 

⑴ アサーションスキルを取り入れたディベー

ト的学習の授業実践 

アサーションスキルを取り入れることで，ア

サーション的なものの見方，考え方をすること

ができ，自己理解，他者理解を行い，相手を認

めつつ，さわやかな自己主張ができるようにな

ってきた。また，アサーションスキルで身に付

けた力を，ディベート的学習の場でも見ること

ができ，児童の精神面（心の持ち方）を鍛え，

コミュニケーション能力が高くなったと考える。         

このことは，授業後の児童の感想から，「これ

が相手を大切にしながら意見を言うことなんだ」

と，相手の意見から気付き学ぶようになったこ

とや（図 29），「勇気を出すっていうことはむず

かしい事がわかりました。これからも発表など

でもがんばりたいです」という記述からも判断

できる（図 30）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ワークシートの作成 

教師の意図とする「つけさせたい力」を明確

に示すことで，児童の視点を教師の視点と同じ

方向に向けさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各評価項目の「相手も大切にしながら，理由

をつけて自分の意見を言うことができた」配点

を変更し，評価の視点をアサーションへ向けさ

せた。次第に，アサーション的な発言に気付き，

意見の中からメモをとり，評価することができ

るようになった（図 31，32）。また，図 31～33

のワークシートは，メンタル・タフネス度Ｄラ

ンクの同一児童である。判定と感想からは，当

初アサーション的な評価が見られなかったが，

「夏休みもいいですけど」と，相手を認めなが

ら反論する児童に対して，根拠をもって評価を

行うことができるようになってきている（図 33）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 ディベート的学習後の感想② 

図 31 アサーションを重視した判定の工夫 

図 32 児童のメモ 
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図 34 座席 

写真 14 
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このことから，アサーションスキルの充実を

図るために，ワークシートの作成（意図的な評

価）は効果があったと判断できる。 

⑶ 学習形態の工夫 

グループ全員の 

顔が見ることがで 

きるように五角形 

にした。写真は一 

人一人の顔を１分 

間みて，相手の良 

い所を考えている「ほめあげ大会」の様子であ

る（写真 14）。初めは照れていた児童も真剣に参

加するようになり，児童から「みんなに認めて

もらえてうれしかった」「ありがとう」などの感

想があり，自己有用感を生み出すことができた。    

また，ディベート的学習では，それぞれ３～

４人構成の賛成側，反対 

側，審判側にわかれ，計 

９～10人の小グループを 

４つ作らせた。また，ロ 

ーテーションを行い自分 

の考えや立場が違う際の， 

それぞれの考え方を深め 

た（図 34）。気持ちのコン 

トロールを上手に行いながら，アサーション的

な発言や評価が，児童の様子やワークシートか

ら見ることができた。 

 

 

 

 

 

 

このことから，空間づくりを意識した学習形

態の工夫は，児童の関心・意欲を高め，コミュ

ニケーション能力を高めるために有効であると

判断できる。 

Ⅸ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

⑴ 場の工夫を行うことで，全員が参加できる 

雰囲気ができ，発表することに慣れてきた。他

の教科でも活用できるものと考える。 

⑵ 練り合いの場では，言い合いにならずに折 

り合いをつけて活動することができるようにな

った。 

⑶ メンタル・タフネス度チェックを小学校用 

に作成し活用することで，児童の置かれた状況

を客観視し，ストレスに耐え得る心の柔軟な思

考や行動を育むことができた。 

⑷ 意図的に児童の言葉や行動から学ぶように

仕向けることで，気付きや学びを体得し，より

日常生活に近い児童同士の空間をつくることが

できた。 

⑸ 日常生活や学校生活における問題点や，つ

けさせたい力などを，日記のテーマに設定する

ことで，自己理解や他者理解に対する意識が高

まった。 

２ 今後の課題 

⑴ メンタル・タフネス度チェックのアンケー

トは，一定の効果があったが，さらに児童の変

容を捉えるために，改善が必要である。 

⑵ ディベート的学習のグループ分けは，メン

タル・タフネス度を参考に行った。今後の実践

として，男女混合や論題の賛否によるグループ

分けを行いたい。また，テーマ設定に関しても，

もっと児童に身近なテーマを設定し，児童の変

容を調査したい。 

図 33 判定と感想 

写真 


